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シ ャ ンカ ラ の聴 聞 ・思 惟 ・瞑 想

村 上 幸 三

聴 聞 (sravana), 思 惟(manana), 瞑 想 (nididhyasana) は Brhadaranyakoanisad

(=BU) H. 4. 5及 びN. 5. 6の 末 尾 の一 節 に 由 来 し, ヴ ェー ダー ン タ 派 の 解

脱 の た め の3つ の 実 習 段 階 と言 われ て い る1)。Sankara(=S)のBrahnzasutra-

bhasya(=BSBh)の 中 で も, 聴 聞等 が ブ ラ フ マンを 認識 す る た め に 為 され る と

され て お り2), そ れ らは 無 視 され て い な い。 三 つ の 内, 聴 聞 は ウパ ニ シ ャ ツ ドの

文(vedantavakya=vv)の 意 味 を 知 る こ とを, 思 惟 は, vvと 矛 盾 しな い, vvの

理 解 を 深 め るた め の 理論 的 考 察(tarka, yukti, anumana)を 指 す3)。 こ う した, 理

論 的 考 察 を も と もな うvvの 研 究 が ア ー トマ ソの 認 識 を得 る た め に 為 され る とい

うの が, PSPShの 中 で 強 調 され る こ との一 つ で あ る4)。 だ が, だ と した ら, 聴 聞

と思 惟 だ け で ア ー トマ ソの認 識 過 程 の説 明が つ き ぞ うで あ る。 実 際, BSBhが 残

りゐ 瞑 想 を は つ き り説 明す る こ とは な い。 そ こ で本 論 で は, BSPShの 範 囲 で, 瞑

想 の 役割 を ど う考 え る べ きか, vvの 研 究 とそ れ が ど う関 わ るか を 考 察す る。

 nididhyasana とい うこ とば は dhyana と同 義 と され る5)。dhyanaは、 BSPShに

よる と等 しい観 念 の流 れ を作 る こ と(samanapratyayapravahakarana) で あ り, manas

に お け る 行 為 で あ る7)。 人 間 に も とつ く(purusatantra)点 で, 認 識 手 段 か ら生 じ

て実在 に も とつ く(vastutantra), ア ー トマ ソの 知 を も含 む知 識 とは 区別 され る8)。

だ とす る と, ア ー トマ ンの認 識 過 程 に お け る瞑 想 も, 個 人 の意 志 に従 つ てあ る観

念 に つ い て 「等 しい観 念 の流 れ 」 を作 る こ とで あ る とい ち お う考 え られ る。

 Sは 前 述 の ア ー トマ ソの認 識 の み に よつ て無 明が 停 止 され る と主 張 す る。 そ の

解 脱 を もた らす 知 は, ブ ラフ マ ソ とア ー トマ ソが 同一 の もの で あ る こ と を 示 す

"tat tVam asi" (汝はそれ であ る)と い う文 の 意味 の知 で もあ る9)。 そ の文 意 の 知

を原 復 す る こ とは無 用 で あ る。Mandanamisra の様 に, vvか ら得 られ る知識 を

反 復 し て, 無 知 の sarpskara を退 け, ブ ラフ マ ソの完 全 な直 観 に至 る と考 え る こ

とは な いか らで あ る10)。 つ ま りSに と つ て, 聴 聞 ・思 惟 に よ つ て得 られ る"tat

tvam asi"の 文 意 を 「等 しい観 念 の流 れ 」 の 「観 念 」 にす る とい うこ とは で き な

い。 なお, プ ラ フ マ ソの念 想 な る も のが, ア ー トマ ソの認 識 と直 接 の関 係 を 持 た

ない とい うこ とは言 うま で もない。 こ の よ うに, nididhyasana はvvに 由来 す る
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こ とば で は あ つて も, Sに と つて処 理 しづ らい こ とば で あ つた と推 測 され る。

 そ の や つか い な こ とば を 目立 た ぬ形 で ア ー トマ ソの認 識 過 程 に取 り入 れ てい る

と考 え られ るの が, PSSPh W. 1. 2中 の, 最 高 ブ ラ フマ ンの認 識 のた め の手 段 の

反 復 ・繰 返 し (abhyasa, avrtti) を あ つか う部 分11)で あ る。

そ の反 復 は 次 の(ア)-(ウ)の様 に表 現 され る。

(プ)一度 聴 い て は つ き り理 解 で きなか つた文 の 意味 が繰 り返 され, それ を通 じて正

しい文 意 が理 解 され る(は 一般 的にい うとこうな るが, ここで具体的に問題に され る

文は"tat tvam asi")12)。

(イ)"tat tvam asi"の 文 意 を知 る前 提 と して, tat, tvam の2つ の単 語 の それ ぞれ

の 意 味 を識 別 す るた め に, 教 典 (sastra) と理 論 (yukti) が 反 復 され る。13)

(イ), (これ は(イ)で言 う理 論の反復の内に入 ると考え られ るので(イ)ノとす る。) tvam の 意 味

を識 別 す るた め に, 身 体 ・器 官 ・manas・buddhi・ 対 象 ・感 受(vedana)等 か らな

る 多数 性 を, 非 ア ー トマ ソ と して一 つ一 つ退 け て い く14)。

(ウ)人を "tat tvam asi" とい う文 の 意 味 に 集 中 させ る (sthirikara)。 これ は 理 解 力

の 弱 い 者 (mandamati) に必 要 とされ る15)。

 以上 の4通 りに表 現 され る反 復 は, vvに つ い て の"tat tvam asi"と い う文 の

意 味 を知 るた め の, 反 復 を と も な う研 究, vvか らア ー トマ ソの 認 識 を 得 る た め

の努 力 で あ る。 知 がvvと い う認 識 手 段 か ら生 じる こ と と抵 触 せ ず, 人 間 に も と

つ く行 為 で あ りなが ら知 の発 生 に役 立 つ。 しか も, 即 座 に は 生 じな い ア ー トマ ソ

の認 識 を得 よ う と してい る状 態 とい う, 現 実 に 当 然 予 想 され る事 態 を 説 明 して い

る。

 そ の反 復 が 瞑 想 の暗 黙 の 内の 置 き換 え で あ る と考 え られ る。 そ の 理 由 は(i)そ の

部 分 が 聴 聞 以 下 の図 式 を 意 識 して 書 か れ て い る。 そ の 典 拠 で あ るP3乙1の 一 節 の 引

用 が あ る うえ に, 瞑 想 以 前 の 段 階, 聴 聞 ・思 惟 に 関 係 す る sastra (教典聖典)・

yukti (理論)と い う語 句 が 頻 出す る こ とか らそ れ が わ か る。(五)BSBh V. 1. 1で,

sravapa・manana・nididhyasana の三 語 を取 り上 げ た上 で, nididhyasana とい

う語 が dhyana と同義 であ り, そ れ 自体 で 反 復 を と も な う行 為 を 指 す と強 調 して

い る16)。瞑 想 が 反 復 を と も な う行 為 で あ る とい う考 え はW. 1. 2に も反 映 され て

い る と考 え られ る。

(ア)-(ウ)の反 復 は, この 様 に 瞑 想 の 置 き換 え とみ られ るが, 瞑 想 で あ る とは 明示

され て い な い。 この 事 情 は2通 りに推 測 され る。(i)ア ー トマ ソの認 識 過 程 の反 復

学 習 は 比 喩 的 に 瞑 想 と され る。 「反 復 」 とい うnididhyasana との 共通 点 が それ を
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可能にする。 アー トマンの認識過程での反復学習とい う意義を, ここで積極的

に瞑想に与えている。未だ不明確な"tat tvam asi" の文意に限つて 「反復」の

対象, 「等 しい観念の流れ」の 「観念」と な る。その実, 教典 と理論が 「反復」

されるのだか ら, 明らかにvvの 研究の続行である。 もつとも, この様な瞑想は, 

当時の瞑想に関する一般的理解 とおそらくずれていて, しか も聴聞 ・思惟との境

が不明確なため, 瞑想であると暗示されるにとどまつたと考えられる。

 そこで次の様に結論される。伝統説 としての 「瞑想」はSの 知識観, ブラフマ

ソ観に照 らして不都合なことばだった。 しかし, VVの 意味を介してアー トマ ソ

の認識を構成する行為, あるいは"tat tvam asi"の 文意がわからない状態 という

新 しい意義を与えた。 もしくは比喩的にそれにす りかえた。結局, VVの 研究 に

埋めこまれた形でのみ, 瞑想が受容されたとみなされる。聴聞 ・思惟に比べて独

自の意義に乏しいと言える。

1) 日野 紹 運 「Suresvara に於 け る nididhyasana に つ い て 」 『印仏 研 』29-2, 1981; 波

多 江 博 子 「Sankaraの 行 為 観 につ い て 」『西 日本 宗教 学雑 誌 』8, 1986; 島岩 「不二
一 元 論 学 派 に おけ る解 脱 へ の道 」『宗 教 研 究 』269, 1986参 照。

2) BSBh (Parimala Sanskrit Series No. 1) I. 1. 4 p. 1531-4. 
3) Ibid., 1. 1. 2 p. 891-5; II. 1. 4 p. 4412-4; II. 1. 6 pp. 44412-4452; IV. 1. 2 pp. 931-

936.
4) Ibid., 1. 1. 1p. 83, そ の 他 に(3)の 参 照 箇 所 を見 よ。

5) Ibid., IV. 1. 1 p. 929.
6) Ibid., IV. 1. 8.
7), 8) Ibid., I. 1. 2 p. 91; I. 1. 4 pp. 128-129.
9) Ibid., IV. 1. 2 pp. 932-936.

10) Brahmasiddhi, Madras 1937, pp. 351-363; p. 7411-14. A. W. Thrasher, Mandana's 
 Theory of Vikalpa. WZKS. XXII. 1978. p. 153ff. 

11) BSBh, IV. 1. 2 pp. 9306-93613. こ の 部 分 に つ い てT. Vetter, Stndien znr Leh-

re und Entwiohlnng Sankaras. Wien 1979, pp. 118-125が 詳 し い。

12) BSBh, IV. 1. 2 pp. 9334-9341. 
13) Ibid., pp. 9341-935'. 
14) Ibid., p. 9357-9. これ は, 外 界 の ア ー トマ ンへ の 付 託 の 否 定 とい う点 で は, 『ウパ

 デ ー シ ャ ・サ ーハ ス リー』 散 文 篇 第 三 章 の 内容 に類 似 す る。 前 田専 学 『ヴ ェー ダ ー

 ン タの 哲 学 』 京 都1980, bp. 87-88参 照。

15) BSBh, IV. 1. 2 p. 93611-13. 
16) 注5)参 照。

<キ ー ワー ド> nididhyasana, tat tvam asi, sastra, yukti, Brahmasutra IV. 1. 2.

(東北大学大学院)

-447-


